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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 
 

令和２年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 
 

課題と解決方策 
本校は教育の場であるとともに、 

人間形成の場であらねばならない。 
優れた教育環境、ユニークな学科編成、

臨床に直結した講義ならびに、実習お

よび、人間性豊かな課外活動のすべて

の中で、教育が単に、学問の断片を教

授するにとどまらず、日進月歩する歯

科医学に基づく歯科臨床の介補者に相

応しい正しい基本的知識と新しい応用

力ある技能を修得理解させるととも

に、師弟間ならびに、学生間相互の信

頼、友愛、調和を深め、品性の陶冶に

努め、礼節を重んじ、清潔、整頓を基

盤とした明朗活発な行動力のある人間

形成に努力しなければならない。 
教育方針として上記のとおり定めて

おり、実践的なカリキュラムによって

高度な専門的知識と技術を確実に身に

付けるとともに、他者の気持ちを理解

し寄り添うことのできる思いやりの心

と豊かな人間性を育む教育を目指して

いる。 

超高齢社会の現在、国民の医療ニ

ーズは高度化・多様化し、より質の

高い医療の提供が求められている。

取分け歯科衛生士は、国民の口腔衛

生と健康を守るために不可欠な存

在である。社会のニーズに応えるた

めに必要とされる高度な専門的知

識と技能、豊かな人間性を身に付け

ることを目標とする。 

目標の実現に必要な教育内容と

教育環境の充実を図る。 

歯科衛生士に対するニーズの多様

化や超高齢社会に対応した実践的な

カリキュラムに基づき、学生一人ひと

りの能力や個性に応じた指導を行っ

た。 

入学前教育プログラムや全国統一

模擬試験等の実施により、学力や学習

状況の把握・分析・向上に努めた。 

教育環境については、ソーシャルデ

ィスタンスの確保を目的とした映像･

音声中継システム、および教育のＩＣ

Ｔ化に向けてＷｉ-Ｆｉ環境を整備し

た。 

日々変化する歯科医療現場や社会

のニーズに対応出来る高度な専門的

知識と技能、豊かな人間性を兼ね備え

た歯科衛生士を育成するために、関連

業界及び実習施設等の協力を得なが

ら教育内容の充実を図る。 

新型コロナウイルス感染症の感染

拡大の影響により、小学校・特別支援

学校・老人保健施設・大阪大学歯学部

附属病院・病院等における実習を中止

した。マナボット（高齢者の口腔内を

再現した歯科顎模型及び口腔内以外

の周辺器官と人体を再現したシミュ

レーター）を活用した校内実習等を実

施することにより、必要な知識及び技

能を修得することができた。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校は、昭和４５年３月３０日、厚生大臣から歯科衛生士養成所として指

定を受け、同年４月２３日、大阪府歯科医師会別館の竣工と共に会員の限り

ない要望を担って附属歯科衛生士学院として開院された。第１回生（別科）、

第２回生（本科）、計１０３名が入学した。 

昭和４８年度に至って歯科衛生士不足は一層深刻化し、当時、会員数  

３,０２５名、２,７１２医療機関に対し、府下において実働する歯科衛生士

の数は４００名に満たないとされていた。同年６月に設置された大阪府衛生

対策審議会の場においても、これらの問題が取り上げられたが、急進的に  

解決策はなく、学院施設の拡張と学則変更を行い、１学年あたり１００名と

定員倍増を行った。 

昭和５１年１月１０日に学校教育法の一部が改正され、学校教育法第８２

条の２に明記される専修学校法が発令され、本校もそれに沿って昭和５２年

４月１日付で認可され、歯科衛生士専門学校としてさらに充実した教育の 

向上を計った。 

昭和６２年には定員を８０名に、平成２２年より修業年限３年に移行し、

定員５０名となった。 

平成２５年には大阪府歯科医師会会議室等の改修によって２教室が新設 

され、万全の受け入れ態勢を整えた上で平成２６年より定員８０名となった。 

これまでに４,０００名余りの優秀な歯科衛生士を世に送り出すことに 

より歯科医療の発展に貢献している。 

本校は教育の場であるとともに、人間形成の場であらねばならない。 
優れた教育環境、ユニークな学科編成、臨床に直結した講義ならびに、実習

および、人間性豊かな課外活動のすべての中で、教育が単に、学問の断片を

教授するにとどまらず、日進月歩する歯科医学に基づく歯科臨床の介補者に

相応しい正しい基本的知識と新しい応用力ある技能を修得理解させるととも

に、師弟間ならびに、学生間相互の信頼、友愛、調和を深め、品性の陶冶に

努め、礼節を重んじ、清潔、整頓を基盤とした明朗活発な行動力のある人間

形成に努力しなければならない。 
教育方針として上記のとおり定めており、実践的なカリキュラムによって、

高度な専門的知識と技術を確実に身に付けるとともに、他者の気持ちを理解

し寄り添うことのできる思いやりの心と豊かな人間性を育む教育を目指して

いる。 

優秀な講師陣の指導により基礎的・専門的知識や技術を修得した上で、大

阪歯科大学附属病院・大阪大学歯学部附属病院・総合病院・介護老人保健施

設・小学校・特別支援学校・大阪府歯科医師会附属歯科診療所（障がい者歯

科診療・夜間緊急歯科診療）等において多様な実習経験を積むことにより、

臨床現場で即戦力となる歯科衛生士の育成に努めている。 

特別講義として医療倫理学や接遇等の他、令和２年度入学生より『介護職

員初任者研修』を実施し、医療介護の分野で注目されているダブルライセン

スの取得を目標としている。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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1-1 （1/1） 
1-1 理念・目的・育成人材像 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1 理念・目的・育成

人材像は、定められて

いるか 

目的・理念・育成人材像は内規

に定めている。 

内規に定めた内容を入学案内

パンフレットやホームページ

等で具体的に分かりやすく 

伝えている。 

基本方針を維持しながら、社会

状況に応じて見直しを行う。 
内規 

入学案内パンフレット 

ホームページ 

事業計画書 
1-1-2 育成人材像は専

門分野に関連する業界

等の人材ニーズに適合

しているか 

大阪府歯科医師会の附属専門

学校として、大阪府歯科医師会

と連携を取りながら、地域に 

根差した歯科保健医療・福祉へ

の貢献を目指し、社会が求める

歯科衛生士の育成にあたる。 

臨床実習施設である病院や 

歯科医院と連携を図りながら、

社会が求める歯科衛生士の 

人材育成に向けて協議してい

る。 

社会のニーズに沿った人材 

育成を実現するために、今後も

関連業界の協力を得ながら 

協議を行う。 

入学案内パンフレット 

ホームページ 

1-1-3 理念等の達成に

向け特色ある教育活動

に取組んでいるか 

理念等の達成に向けて、臨床に

必要とされる高度な専門的 

知識と技能の修得のみならず、

豊かな人間性を兼ね備えた 

歯科衛生士の育成を目指して

教育活動に取り組む。 

大阪府歯科医師会と連携を取

りながら、社会の変化・ニーズ

に即したカリキュラムを作成

している。 

今後も社会の変化や時代の 

ニーズに対応するために、適宜 

適切に見直しを行う。 

入学案内パンフレット 

ホームページ 

1-1-4 社会のニーズ等

を踏まえた将来構想を

抱いているか 

社会の動向を把握すると共に

時代のニーズに対応出来る実

践力を身に付ける。 

教務会・教員会等で検討すると

共に、臨床実習指導歯科医師・

歯科衛生士の指導を仰いでい

る。 

社会のニーズを踏まえ、継続的

な情報収集を行う。 

入学案内パンフレット 

カリキュラム 

シラバス 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定められた理念・目的・育成人材像を基に学校は運営されている。 

 
時代の変化に応じた高度な専門的知識と技能を兼ね備えた歯科衛生士の養成

と、人間性豊かな人材を育成することが本校の目標である。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準２ 学校運営 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
学校運営について、事業計画・事業予算を作成し、大阪府歯科医師会   

理事会・代議員会の承認を得て執行している。 

理事会及び教務会等の諸会議を適時開催し、適正な学校運営と教育内容の

充実を図るために検討・協議を行っている。 

学校理事・教務役員・教職員が緊密な連携を図っているため、学校運営  

並びに学生教育について迅速かつ適切な対応を取ることが出来る。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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2-2 （1/1） 
2-2 運営方針 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-2-1 理念に沿った運

営方針を定めているか 
理念に沿った運営方針は、  

規程・学則・内規及び事業計画

等に定める。 

運営方針について理事会で 

協議・検討を行っている。適宜

大阪府歯科医師会理事会・代議

員会に提出し、承認を得てい

る。 

引続き理事会で運営方針に 

ついて協議・検討を行うととも

に、設置者である大阪府歯科医

師会と連携を図る。 

規程 

学則 

内規 

事業計画書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
運営方針について理事会で協議・検討を行い、適宜大阪府歯科医師会理事会・

代議員会の承認を得て学校運営を行っている。 

 

 
 

最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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2-3 （1/1） 
2-3 事業計画 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-3-1 理念等を達成す

るための事業計画を定

めているか 

事業計画・収支予算について 

大阪府歯科医師会理事会・代議

員会の承認を得て、適正な運営

を図る。 

事業計画・収支予算について 

理事会で協議し、大阪府歯科医

師会理事会・代議員会の承認を

得て、適正な運営を行ってい

る。 

引続き理事会で事業計画等に

ついて協議・検討を行うととも

に、設置者である大阪府歯科医

師会と連携を図る。 

事業計画書 

収支予算書 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画・収支予算について理事会で協議し、大阪府歯科医師会理事会・  

代議員会の承認を得て、適正な運営を行っている。 

 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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2-4 （1/1） 
2-4 運営組織 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1 設置法人は組織

運営を適切に行ってい

るか 

大阪府歯科医師会理事会・代議

員会で承認を得た事業計画・ 

収支予算に基づき運営する。 

事業計画・収支予算に基づいて

組織運営を適切に行っている。 

引続き事業計画・収支予算に 

基づいた適切な組織運営に 

努める。 

事業計画書 

収支予算書 

規程 

学則 

内規 

 2-4-2 学校運営のため

の組織を整備している

か 

理事会等、学校運営に必要な 

組織を規程に定める。 

理事会・教務会・教員会等の 

組織を整備し、組織運営を適切

に行っている。 

特に無し。 規程 

学則 

内規 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

大阪府歯科医師会理事会・代議員会で承認を得た事業計画・収支予算に基づ

いて学校運営を適切に行っている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 

 



8 
 

2-5 （1/1） 
2-5 人事・給与制度 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-1 人事・給与に関す

る制度を整備している

か 

職員規則を定め、人事・給与に

関する制度を整備する。 

職員規則に基づいて人事・給与

支給を行っている。 

特に無し。  

 
 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
設置者である大阪府歯科医師会の職員規則に基づいて人事・給与支給を行っ

ている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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2-6 （1/1） 
2-6 意思決定システム 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-1 意思決定システ

ムを整備しているか 
理事会・教務会・教員会を中心

とした意思決定システムを 

整備している。 

適正な管理運営を図るため、 

理事会において学則・施設・ 

業務等に関する事項を審議し

ている。 

教務会・教員会において学科課

程の編成、学生の進級・卒業等

に関する事項を審議している。 

特に無し。 規程 

学則 

内規 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事会において学則・施設・業務等に関する事項を審議の上、適宜大阪府  

歯科医師会理事会・代議員会に提出し、承認を得ている。 

 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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2-7 （1/1） 
2-7 情報システム 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-1 情報システム化

に取組み、業務の効率

化を図っているか 

学籍管理・会計管理等の情報 

システム化に取組み、業務の 

効率化を図る。 

学籍管理・会計管理等の情報 

システムやネットワーク環境

の整備を行い、業務の効率化を

図っている。 

一層の効率化に向けた検討を

行う。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学籍管理・会計管理等の情報システムやネットワーク環境の整備を行い、  

業務の効率化を図っている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準３ 教育活動 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
臨床に必要とされる高度な専門知識と技術を確実に身に付けるとともに、

思いやりの心を育む教育により、豊かな人間性とコミュニケーション能力を

備えた歯科衛生士の養成を目標としている。 

教育課程について教員会等で検討し、授業計画の作成にあたっては、今後

ますます多様化する歯科保健医療のニーズに対応するため、各科目での  

重複・補充項目を整理し、歯科衛生士の資質向上を図ることを目的として、

学生が専門科目・授業内容を理解し、学力向上に繋がるよう努めている。 

本校の教育理念や教育目標は、入学案内パンフレット及びホームページ等

に示しており、学生・保護者に周知している。 

入学前に基礎学力・学習習慣の向上を目的とした教育プログラムを実施し

ている。入学後はプログラムの成績を基に苦手科目克服のための課題を与え、

担任を始め専任教員が個別指導を行っている。 

歯科・口腔を身体全体の視点でとらえ、口腔ケアや摂食嚥下障害の対策法

等も指導するなど、歯科衛生士に対するニーズの多様化や超高齢社会に対応

した実践的なカリキュラムを作成している。 

マナボット（高齢者の口腔内を再現した歯科顎模型及び口腔内以外の周辺

器官と人体を再現したシミュレーター）の活用により、口腔ケア等の実習を

行っている。 

校外実習では、大阪歯科大学附属病院・大阪大学歯学部附属病院・総合病

院・介護老人保健施設・小学校・特別支援学校・大阪府歯科医師会附属歯科

診療所（障がい者歯科診療・夜間緊急歯科診療）等において多様な実習経験

を積むことができる。 
特別講義として、医療倫理学や接遇等の他、令和２年度入学生より『介護

職員初任者研修』を実施し、医療介護の分野で注目されているダブルライセ

ンスの取得を目標としている。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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3-8 （1/1） 
3-8 目標の設定 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

教育理念を実現するために、 

検討・協議の上でカリキュラム

及び時間割編成を行う。 

教員会等で検討・協議の上でカ

リキュラム及び時間割編成を

行っている。 

シラバスに「目的」「授業計画」

「評価方法」を掲載している。 

引続き教員会等で検討・協議の

上でカリキュラム及び時間割

編成を行う。 

カリキュラム 

シラバス 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

学年毎の教育到達レベルを 

授業計画に明示する。 

全国歯科衛生士教育協議会が

作成する『歯科衛生学教育コ

ア・カリキュラム』や『歯科衛

生士国家試験出題基準』に沿っ

た授業計画を作成・実施してい

る。 

引続き教員会等で適宜検討・ 

協議を行う。 

カリキュラム 

シラバス 

歯科衛生学教育コア・カリキュ

ラム 

歯科衛生士試験出題基準 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラム及び時間割編成について教員会等で検討・協議を行っている。

シラバスに「目的」「授業計画」「評価方法」を明示し目標設定を行っている。 
 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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3-9 （1/1） 
3-9 教育方法・評価等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

本校の教育目的・目標が達成で

きるよう教育課程を編成する。 

教員会等で検討・協議の上で 

教育課程を編成している。 

シラバスに「目的」「授業計画」

「評価方法」を掲載している。 

教育課程の編成について適宜

検討・協議を行う。 

カリキュラム 

シラバス 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

関係者の協力を得て、臨床現場

に即した教育課程を編成する。 

臨床実習指導医連絡会等を 

開催し、意見集約・反映に努め

ている。 

引続き臨床実習指導医を始め

とする関係者と積極的な意見

交換を行う。 

 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 
歯科衛生士に必要な知識と 

技術の修得と、豊かな人間性を

身に付けられる教育を実施す

る。 

高度な専門知識と技術、豊かな

人間性とコミュニケーション

能力を兼ね備えた歯科衛生士

の養成を目標にカリキュラム

編成を行っている。 

引続き教育課程の編成につい

て検討・協議を行う。 

 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 
授業評価に関する定めは無い。 現在のところ授業評価に取組

んでいない。 
教員会等で授業評価に関する

方針・取組みについて検討す

る。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関係者の意見集約・反映に努め、本校の教育目的・目標が達成できるよう  

教育課程を編成する。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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3-10 （1/1） 
3-10 成績評価・単位認定等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価・修了認定基準につい

て学則・内規に定める。 

成績評価・修了認定基準につい

て学則・内規に明示し、学生が

確認できるようにしている。 

成績及び出席状況について 

通知している。 

引続き適切な運用について 

検討・協議を行う。 
学則 

内規 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

臨地実習・臨床実習における 

研究発表を実施する。 

臨地実習で得た経験と情報

に基づいて研究発表を実施し

ている。卒業研究論文等を 

総合的に評価している。 

より充実した卒業研究を目指

して、内容及び発表の機会等に

ついて検討する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価・修了認定基準について学則・内規に明示し、学生が確認できるよ

うにしている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 

 
 
 
 
 
 
 
 



15 
 

 
 
 

3-11 （1/1） 
3-11 資格・免許の取得の指導体制 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

学則に歯科衛生士課程である

旨を明示し、資格・免許取得を

目標とした教育課程を編成す

る。 

全国歯科衛生士教育協議会が

作成する『歯科衛生学教育  

コア・カリキュラム』や『歯科

衛生士国家試験出題基準』に 

沿った授業計画を作成・実施し

ている。 

学則に歯科衛生士課程である

旨を明示し、資格・免許取得を

目標とした教育課程を編成し

ている。 

特に無し。 カリキュラム 

シラバス 

歯科衛生学教育コア・カリキュ

ラム 

歯科衛生士試験出題基準 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 
『歯科衛生士国家試験出題 

基準』に基づいて出題傾向を 

考えた国家試験対策を行う。 

模擬試験・国家試験対策講義を

実施し、成績不良者には個別 

指導を行っている。 

今後も適宜検討を行う。  

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格・免許取得を目標として、全国歯科衛生士教育協議会が作成する   

『歯科衛生学教育コア・カリキュラム』や『歯科衛生士国家試験出題基準』

に沿った教育課程を編成し、指導を行っている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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3-12 （1/1） 
3-12 教員・教員組織 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

指定規則に定められた資格・ 

要件を備えた教員、教員数を 

確保する。 

指定規則に定められた資格・ 

要件を備えた教員、教員数を 

確保している。 

引き続き指定規則に定められ

た資格・要件を備えた教員の 

確保に努める。 

 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

研修に関する基準を定め、専任

教員の資質向上を図る。 

日本歯科衛生教育学会・日本歯

科衛生士会・大阪府歯科衛生士

会に所属し自己研鑽に励んで

いる。 

専任教員が研修会等に参加し、

研究や学会発表ができる環境

整備に努める。 

第１１回日本歯科衛生士教育

学会学術大会・２０２０年度 

歯科衛生士専任教員講習会Ⅵ

日程 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 
教員の組織体制について学

則・内規に定める。 

学則・内規に定めた組織体制の

強化・向上に努めている。 
引き続き緊密な連携を図り、 

組織体制の強化・向上に努め

る。 

規程 

学則 

内規 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

引き続き専任教員の資質向上への支援、組織体制の強化・向上に努める。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準４ 学修成果 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
国家試験に関しては例年１００％に近い合格率を達成しており、令和２年

度の国家試験合格率は全国平均９３.３％、本校９１.５％であった。 

大阪府歯科医師会と連携・協力を図り、会員診療所への就職を支援してい

る。担任を始め専任教員が適宜個別相談・指導を行っている。 

大阪府歯科衛生士会主催のリカバリー研修会について、大阪府歯科医師会

と連携・協力のもと、卒業生の再就職支援に努めている。 
同窓会と連携し、卒業生の動向把握に努めている。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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4-13 （1/1） 
4-13 就職率 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 
就職率１００％を目標とする。 大阪府歯科医師会と連携・協力

を図り、会員診療所への就職を

支援している。 

担任を始め専任教員が適宜 

個別相談・指導を行っている。 

新卒者専用Ｗｅｂページを活

用し、就職促進に努めている。 

今後も適宜検討を行う。 入学案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

大阪府歯科医師会と連携・協力を図り、会員診療所への就職を支援している。 

歯科医療機関等には、応募前の見学について理解・協力を求めている。 

新卒者専用Ｗｅｂページを活用し、就職促進に努めている。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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4-14 （1/1） 
4-14 資格・免許の取得率 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

国家試験合格率１００％を目

標とする。 

令和２年度の国家試験合格率

は、全国平均９３.３％、本校

９１.５％であった。 

例年１００％に近い合格率を

達成している。 

国家試験対策について適宜検

討を行う。 

補講開始時期の繰り上げ、補講

時間数の追加、出題傾向の分析

等により対策強化を図る。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

『歯科衛生士国家試験出題基準』に基づいて出題傾向を考えた国家試験対策

講義と成績不良者の個別指導実施、模擬試験の活用等により、１００％に  

近い合格率を達成している。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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4-15 （1/1） 
4-15 卒業生の社会的評価 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 
同窓会及び大阪府歯科衛生士

会と連携し、卒業生の社会的 

評価の把握を行う。 

同窓会と連携し、卒業生の動向

把握に努めている。 

大阪府歯科衛生士会主催の 

リカバリー研修会について、 

大阪府歯科医師会と連携・協力

のもと、卒業生の再就職支援に

努めている。 

同窓会及び大阪府歯科衛生士

会と連携し、卒業生の社会的 

評価の把握に努める。 

今後も卒業生の自己研鑽及び

再就職の支援に努める。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

同窓会及び大阪府歯科衛生士会と連携し、卒業生の社会的評価の把握に努め

る。引き続き卒業生の自己研鑽及び再就職の支援に努める。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準５ 学生支援 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
担任及び専任教員の連携・協力により、個々の特性に合わせたきめ細やか

な指導・支援を行っている。 

成績不良者および長期欠席者については、学生・保護者・担任・学生部長

等で適宜面談、指導を行っている。臨床心理士によるカウンセリングを毎月

２回実施している。 

大阪府歯科衛生士会主催のリカバリー研修会について、大阪府歯科医師会

と連携・協力のもと、卒業生の再就職支援に努めている。 

日本学生支援機構奨学金制度に関する手続きや日本政策金融公庫『国の 

教育ローン』の斡旋を行っている。 

令和２年度より開始された『高等教育の修学支援新制度』（授業料等減免と

給付型奨学金）の対象機関として、支援対象者の授業料および入学金の免除・

減額を行った。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-16 （1/1） 
5-16 就職等進路 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

大阪府歯科医師会と連携・協力

を図り、会員診療所への就職を

支援する。 

就職ガイダンス・大阪労働局に

よる労働法制セミナーを開催

し、基礎知識を習得した上で 

就職活動を始められるよう 

取り組んでいる。 

担任を始め専任教員が適宜 

個別相談・指導を行っている。 

大阪府歯科医師会と連携・協力

を図り、就職支援体制を整備 

する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職ガイダンス・大阪労働局による労働法制セミナーを開催し、基礎知識を

習得した上で就職活動を始められよう取り組んでいる。 

担任を始め専任教員が適宜個別相談・指導を行っている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-17 （1/1） 
5-17 中途退学への対応 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 
迅速な対応ときめ細やかな 

指導により退学率の低減を 

図る。 

成績不良者および長期欠席者

については、学生・保護者・  

担任・学生部長等で適宜面談、

指導を行っている。 

臨床心理士によるカウンセリ

ングを毎月２回実施している。 

迅速な対応と個々の特性に 

合わせたきめ細やかな指導・ 

支援に努める。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

迅速な対応と個々の特性に合わせたきめ細やかな指導・支援により退学率の

低減を図る。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-18 （1/1） 
5-18 学生相談 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

担任制により、個々の特性に 

合わせたきめ細やかな指導・ 

支援を行う。 

担任及び専任教員の連携・協力

により、個々の特性に合わせた

きめ細やかな指導・支援を行っ

ている。 

臨床心理士によるカウンセリ

ングを毎月２回実施している。 

今後も緊密な連携を図り、学生

指導・支援について検討・協議

を行う。 

 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

留学生に対する相談体制の 

定めは無い。 

現在のところ留学生は在籍し

ていない。 
留学生に対する相談体制を 

整備する。 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

担任及び専任教員の連携・協力により、個々の特性に合わせたきめ細やかな

指導・支援を行っている。臨床心理士によるカウンセリングを毎月２回実施

している。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-19 （1/1） 
5-19 学生生活 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-19-1 学生の経済的側

面に対する支援体制を

整備しているか 

日本学生支援機構奨学金制度

等により経済的支援を行う。 

日本学生支援機構奨学金制度

に関する手続きを行っている。 

高等教育の修学支援新制度の 

対象機関として、支援対象者の

授業料および入学金の免除・減

額を行った。 

日本政策金融公庫『国の教育 

ローン』の斡旋を行っている。 

学生の経済的支援体制の強化

について検討・協議を行う。 
日本学生支援機構奨学金制度

パンフレット 

国の教育ローンパンフレット 

5-19-2 学生の健康管理

を行う体制を整備して

いるか 

学校保健安全法に基づいて 

年１回健康診断を実施し、学生

全員の健康管理に努める。 

年１回健康診断を実施し、担任

が学生の健康状態を把握して

いる。 

Ｂ型肝炎抗体検査・ツベルクリ

ン反応・ＢＣＧ接種・麻疹抗体

検査等を実施している。 

新型コロナウイルス感染症対

策として、検温・手洗い・手指

消毒・マスク着用等の習慣を身

に付けるとともに、臨床実習に

おいては血中酸素飽和濃度の

測定等を行うなど、体調管理の

重要性について指導を行う。 

 

5-19-3 学生寮の設置な

ど生活環境支援体制を

整備しているか 

学生寮の設置を始めとする 

生活環境支援に関する定めは

無い。 

交通アクセスが比較的良く、 

他府県からも通学圏内である

ため、現在のところ生活環境に

関する支援は行っていない。 

生活環境支援体制の整備に 

ついて検討する。 

 

5-19-4 課外活動に対す

る支援体制を整備して

いるか 

課外活動に関する定めは無い。 現在のところ課外活動は実施

していない。 

課外活動の実施及び支援体制

の整備について検討する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生生活全般の支援体制の整備・強化に努める。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-20 （1/1） 
5-20 保護者との連携 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

成績・出席状況・学生生活等に

関して問題が生じた場合は、 

学力・学習意欲向上のために 

保護者と緊密な連携を図る。 

成績及び出席状況について 

前後期各１回、保護者宛に通知

している。 

成績不良者および長期欠席者

については、学生・保護者・  

担任・学生部長等で適宜面談、

指導を行っている。 

保護者との連携体制の強化に

ついて検討する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者との連携体制の強化を図るとともに、迅速な対応と学生一人一人の 

特性に合わせたきめ細やかな指導・支援に努める。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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5-21 （1/1） 
5-21 卒業生・社会人 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 
同窓会と連携し、卒業生を支援

する。 

大阪府歯科医師会と連携・協力

のもと、卒業生の再就職支援に

努めている。 
国家試験不合格者に対して 

国家試験対策補講を実施して

いる。 

卒業生の支援体制の強化・向上

について検討する。 

 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 
  

大阪府歯科医師会・大阪府歯科

衛生士会と連携し、リカバリー

研修会等に協力する。 

大阪府歯科衛生士会主催の 

リカバリー研修会について、 

大阪府歯科医師会と連携・協力

のもと、卒業生の再就職支援に

努めている。 

大阪府歯科医師会・大阪府歯科

衛生士会・同窓会と連携し、 

卒業生の自己研鑽及び再就職

を支援する。 

 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

教育環境の整備し、社会人の 

積極的な受入れを行う。 

社会人の資格・免許取得を支援

している。 

社会人の積極的な受入れに 

向けた入試制度等について 

検討・協議する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

社会人の積極的な受け入れに向けた入試制度等について検討・協議する。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準６ 教育環境 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
施設・設備・教育用具等の整備について、理事会等において検討・協議の

上で適宜改善を行っている。 

歯科医院・病院・介護老人保健施設・小学校・特別支援学校等の協力を   

得て臨地実習・臨床実習を実施している。臨床実習指導医連絡会等を開催し、

連携を図っている。 

 防災に対する組織体制を整備している。 

ソーシャルディスタンスの確保を目的とした映像･音声中継システム、およ

び教育のＩＣＴ化に向けてＷｉ-Ｆｉ環境を整備した。 

天王寺消防署の指導のもと、年１回消防訓練を実施し、避難・消火器操作

等の訓練を実施している。 

備蓄品としてアルファ米・飲料水・乾パン・アルミブランケット・災害用

トイレ・衛生用品等を整備している。各教室に防災用へルメットを整備して

いる。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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6-22 （1/1） 
6-22 施設・設備等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育内容に対応した施設・  

設備・教育用具等を整備し、 

適宜改善を行う。 

施設・設備・教育用具等の整備

について、理事会等において 

検討・協議の上で適宜改善を 

行っている。 

ソーシャルディスタンスの確

保を目的とした映像･音声中継

システム、および教育のＩＣＴ

化に向けてＷｉ-Ｆｉ環境を整

備した。 

長期計画に基づいて改善・メン

テナンスを行う。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設・設備・教育用具等の整備について、理事会等において検討・協議の上

で適宜改善を行っている。長期計画に基づいて改善・メンテナンスを行うよ

う努める。 

  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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6-23 （1/1） 
6-23 学外実習、インターンシップ等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

校外実習の体制を整備する。 歯科医院・病院・介護老人保健

施設・小学校・特別支援学校等

の協力を得て臨地実習・臨床 

実習を実施している。 

臨床実習指導医連絡会等を 

開催し、連携を図っている。 

実習指導教員の意見集約・反映

に努める。 

臨床実習指導医連絡会資料 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科医院・病院・介護老人保健施設・小学校・特別支援学校等の協力を得て

臨地実習・臨床実習を実施している。実習指導教員の意見集約・反映に努め

る。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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6-24 （1/1） 
6-24 防災・安全管理 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-24-1 防災に対する組

織体制を整備し、適切

に運用しているか 

防災に対する組織体制の整備

に努める。 

防災に対する組織体制を整備

している。 

備蓄品として アルファ米・飲

料水・乾パン・アルミブランケ

ット・災害用 トイレ・衛生用

品等を整備している。各教室に

防災用へルメットを整備して

いる。 

天王寺消防署の指導のもと、年

１回消防訓練を実施し、避難・

消火器操作等の訓練を実施し

ている。 

防災に対する組織体制の強化

と適切な運用を図る。 

 

6-24-2 学内における安

全管理体制を整備し、

適切に運用しているか 

安全管理体制の整備に努める。 安全管理体制の強化について

検討・協議を行い、適宜改善を

行っている。 

安全管理体制の強化と適切な

運用に努める。 

 

 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災に対する組織体制及び安全管理体制の強化と適切な運用に努める。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 



32 
 

 

基準７ 学生の募集と受入れ 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
会員診療所の協力を得て学生募集ポスターの掲示やリーフレットの配布、

また学校説明会・体験実習の実施やホームページの更新、入学案内及び入学

案内用ＤＶＤの配布など、積極的な広報活動に努めている。 

入学選考においては、基準に基づいて合否判定を行うとともに、入学選考

及び入学前教育プログラム等の実績を活用し、講義や個別指導を行っている。 

年８回学校説明会を開催し、授業内容紹介・施設見学の他、チェアー操作・

ルーペ装着体験・歯科保健指導見学・マナボット（高齢者の口腔内を再現し

た歯科顎模型及び口腔内以外の周辺器官と人体を再現したシミュレーター）

体験等を実施している。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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7-25 （1/1） 
7-25 学生募集活動は、適正に行われているか 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-25-1 高等学校等接続

する教育機関に対する

情報提供に取組んでい

るか 

高等学校等の教育機関に対し

て入学案内パンフレット・募集

要項等の情報提供を積極的に

行う。 

高等学校等に対して入学案内

パンフレット・募集要項等を 

配布している。 

高等学校等に対する情報提供

の方法について検討を行う。 

入学案内パンフレット 

募集要項 

ポスター 

リーフレット 

7-25-2 学生募集活動を

適切かつ効果的に行っ

ているか 

適切かつ効果的な学生募集 

活動を行う。 

会員診療所の協力を得て学生

募集ポスターの掲示やリーフ

レットの配布、また学校説明

会・体験実習の実施やホームペ

ージの更新、入学案内及び入学

案内用ＤＶＤの配布など、積極

的な広報活動に努めている。 

募集活動の効果的な方法に 

ついて検討・改善を行う。 

入学案内パンフレット 

募集要項 

ポスター 

リーフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

会員診療所の協力を得て学生募集ポスターの掲示やリーフレットの配布、 

また学校説明会・体験実習の実施やホームページの更新、入学案内及び入学

案内用ＤＶＤの配布など、積極的な広報活動に努めている。 

年８回学校説明会を開催し、授業内容紹介・施設見学の他、チェアー操作・

ルーペ装着体験・歯科保健指導見学・マナボット体験等を実施している。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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7-26 （1/1） 
7-26 入学選考 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-26-1 入学選考基準を

明確化し、適切に運用

しているか 

明確な入学選考基準に基づい

て合否判定を行う。 

入学選考基準に基づいて合否

判定を行っている。 

入学選考基準の明確化と、適切

な運用を図るために検討を 

行う。 

 

7-26-2 入学選考に関す

る実績を把握し、授業

改善等に活用している

か 

入学選考実績を教育に反映 

させる。 

入学選考・入学前教育プログラ

ム等の実績を活用し、講義や 

個別指導を行っている。 

入学選考・入学前教育プログラ

ム等の実績を分析・活用し、 

教育内容の充実を図る。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考基準に基づいて合否判定を行っている。入学選考・入学前教育   

プログラム等の実績を活用し、講義や個別指導を行っている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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7-27 （1/1） 
7-27 学納金 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-27-1 経費内容に対応

し、学納金を算定して

いるか 

教育環境と教育内容の充実を

図るために適正な学納金を 

算定する。 

教育環境と教育内容の充実を

図るために適正な学納金を 

算定している。 

教育環境と教育内容の充実を

図るとともに、適正な学納金に

ついて検討を行う。 

募集要項 

7-27-2 入学辞退者に対

し、授業料等について、

適正な取扱を行ってい

るか 

入学辞退者に対する授業料等

の返還手続きについて募集 

要項等に明示する。 

入学辞退に伴う授業料等の 

返還手続きについて募集要項

及びホームページに掲載し、 

適正な取扱を行っている。 

特に無し。 募集要項 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育環境と教育内容の充実を図るために適正な学納金を算定している。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準８ 財務 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
収支予算及び事業計画に基づいて適正な執行管理を行っている。 

設置者である大阪府歯科医師会の全面的な支援により財政基盤は安定して

いる。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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8-28 （1/1） 
8-28 財務基盤 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-28-1 学校及び法人運

営の中長期的な財務基

盤は安定しているか 

財務基盤の中長期的な安定を

図る。 

設備の老朽化に対応ができる

よう安定した運営に努めてい

る。 

教育環境と教育内容の充実を

図るとともに、適正な学納金に

ついて検討を行う。 

 

8-28-2 学校及び法人運

営にかかる主要な財務

数値に関する財務分析

を行っているか 

運営にかかる主要な財務数値

に関する財務分析を行う。 
理事会で検討・協議し、大阪府

歯科医師会理事会及び代議員

会で承認を得ている。 

引き続き検討・協議を行い、 

安定した運営に努める。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

設備の老朽化に対応ができるよう安定した運営に努めている。教育環境と 

教育内容の充実を図るとともに、適正な学納金について検討を行う。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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8-29 （1/1） 
8-29 予算・収支計画 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-29-1 教育目標との整

合性を図り、単年度予

算、中期計画を策定し

ているか 

教育目標との整合性を図り、 

単年度収支予算、事業計画を 

策定する。 

単年度収支予算及び事業計画

に基づいて適正な執行管理を

行っている。 

今後も適宜事業計画の見直し

を行い、計画に沿った収支予算

を算出する。 

事業計画書 

収支予算書 
収支決算書 

8-29-2 予算及び計画に

基づき、適正に執行管

理を行っているか 

収支予算及び事業計画に基づ

いて適正な執行管理を行う。 

会計監査及び業務監査を受け、

大阪府歯科医師会理事会・代議

員会で収支予算及び事業計画

について承認を受けている。 

予算及び計画に基づいて適正

な執行管理を行う。 
事業計画書 

収支予算書 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

会計監査及び業務監査を受け、大阪府歯科医師会理事会・代議員会で収支  

予算及び事業計画について承認を受けている。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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8-30 （1/1） 
8-30 監査 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-30-1 私立学校法及び

寄附行為に基づき、適

切に監査を実施してい

るか 

適切に会計監査を実施する。 会計士による監査を実施して

いる。 

特に無し。 収支決算書 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

適切に会計監査を実施している。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 

 



40 
 

8-31 （1/1） 
8-31 財務情報の公開 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-31-1 私立学校法に基

づく財務情報公開体制

を整備し、適切に運用

しているか 

財務情報公開体制を整備し、 

適正な運用を図る。 

大阪府歯科医師会定款に基づ

き財務情報を公開している。 

特に無し。  

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

大阪府歯科医師会定款に基づき財務情報を公開している。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 

 



41 
 

 

基準９ 法令等の遵守 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
学校教育法・歯科衛生士法等の関係法令を遵守し、適正な学校運営を行っ

ている。 
個人情報保護法及び個人情報保護方針に基づき適正な取扱いに努めて  

いる。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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9-32 （1/1） 
9-32 関係法令、設置基準等の遵守 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-32-1 法令や専修学校

設置基準等を遵守し、

適正な学校運営を行っ

ているか 

関係法令や専修学校設置基準

等を遵守し、適正な学校運営を

行う。 

関係法令や専修学校設置基準

等を遵守した学校運営を行っ

ている。 

引き続き関係法令や専修学校

設置基準等を遵守し、適正な 

学校運営を行う。 

専修学校設置基準 
歯科衛生士学校養成所指定 
規則 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関係法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行う。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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9-33 （1/1） 
9-33 個人情報保護 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-33-1 学校が保有する

個人情報保護に関する

対策を実施しているか 

個人情報保護の重要性を認識

し、基本方針に基づき適正な 

取扱いに努める。 

学校が保有する個人情報は 

適正に管理している。 

ネットワーク環境については

セキュリティソフトを導入し

厳重に管理している。 

教職員及び学生が認識を深め

るために、適宜検討を行う。 

個人情報保護方針 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報保護法及び個人情報保護方針に基づき適正な取扱いに努めている。  

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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9-34 （1/1） 
9-34 学校評価 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-34-1 自己評価の実施

体制を整備し、評価を

行っているか 

学校評価ガイドラインに基づ

いて自己評価の実施体制を 

整備し、評価を行う。 

自己点検・評価を行っている。 実施体制について適宜検討す

る。 

自己評価報告書 

9-34-2 自己評価結果を

公表しているか 
自己評価結果を公表する。 ホームページで自己評価結果

を公開している。 
今後もホームページにおいて

情報公開を行う。 

ホームページ 

9-34-3 学校関係者評価

の実施体制を整備し評

価を行っているか 

学校評価ガイドラインに基づ

いて学校関係者評価の実施 

体制を整備し、評価を行う。 

学校関係者による評価を行っ

ている。 
実施体制について適宜検討す

る。 

 

9-34-4 学校関係者評価

結果を公表しているか 
学校関係者評価結果を公表す

る。 
ホームページで学校関係者 

評価結果を公開している。 
今後もホームページにおいて

情報公開を行う。 
ホームページ 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校評価ガイドラインに基づいて自己評価及び学校関係者評価の実施体制を

整備し、自己点検・評価、学校関係者評価を実施する。ホームページで評価

結果を公開する。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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9-35 （1/1） 
9-35 教育情報の公開 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-35-1 教育情報に関す

る情報公開を積極的に

行っているか 

教育情報の公開を積極的に 

行う。 

入学案内パンフレットやホー

ムページ等で教育情報を積極

的に公開している。 

入学希望者や高等学校等の 

教育関係者のニーズに沿った

情報の公開を検討する。 

入学案内パンフレット 

ホームページ 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学案内パンフレットやホームページ等で教育情報を積極的に公開して  

いる。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
実践的なカリキュラムによって高度な専門的知識と技術を確実に身に付け

るとともに、他者の気持ちを理解し寄り添うことのできる思いやりの心と、

豊かな人間性を育む教育を目指しており、社会貢献・地域貢献について積極

的に取組んでいる。 

大阪府・大阪府歯科医師会等が主催する行事（全大阪よい歯のコンクール・

８０２０達成者表彰式など）への参加や、近隣小学校児童のフッ化物塗布を

行う際、歯科医師の指示のもと歯科衛生士の助手に付くなど社会・地域への

貢献を行っている。 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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10-36 （1/1） 
10-36 社会貢献・地域貢献 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-36-1 学校の教育資

源を活用した社会貢

献・地域貢献を行って

いるか 

学校の教育資源を活用した 

社会貢献・地域貢献を行うこと

に努める。 

大阪府・大阪府歯科医師会等が

主催する行事（全大阪よい歯の

コンクール・８０２０達成者 

表彰式など）に参加し、受賞者

である幼児や高齢者の誘導等

を行っている。 
近隣小学校児童のフッ化物塗

布を行う際、歯科医師の指示の

もと歯科衛生士の助手に付く

など社会・地域への貢献を行っ

ている。 

今後も社会貢献・地域貢献に 

取り組む。 

「全大阪よい歯のコンクール」

「８０２０達成者表彰式」 

リーフレット 

10-36-2 国際交流に取

組んでいるか  
国際交流に関する定めは無い。 現在のところ国際交流に取組

んでいない。 
教務会等において国際交流に

関する方針・取組みについて 

検討する。 

 

 
 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
社会貢献・地域貢献に努めている。 大阪府・大阪府歯科医師会等が主催する行事（全大阪よい歯のコンクール・

８０２０達成者表彰式など）への参加や、近隣小学校児童のフッ化物塗布を

行う際、歯科医師の指示のもと歯科衛生士の助手に付くなど社会・地域への

貢献を行っている。 

 
 

最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 
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10-37 （1/1） 
10-37 ボランティア活動 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-37-1 学生のボラン

ティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行

っているか 

学生のボランティア活動に 

関する定めは無い。 
現在のところボランティア 

活動の奨励、活動支援を行って

いない。 

教務会等においてボランティ

ア活動に関する方針、活動支援

について検討する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

ボランティア活動に関する定めは無いが、教務会等において方針、活動支援

について検討する。 

 

 
最終更新日付 令和３年６月７日 記載責任者 三浦 由吏 

 
 


